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我々は、グラフェン電界効果トランジスタ(G-FET)をバイオセンサに応用する研究を行っている。

グラフェン表面に電荷を持つ対象物が接触することにより、G-FET の伝達特性が変化する。これ

までに、剥離法で得たグラフェン上にヒト型シアロ糖鎖を修飾して、特異的かつ高感度なヒト感

染性インフルエンザウイルス(IFV)検出を実証し、ヒト感染性に変異した鳥 IFV(潜在的パンデミッ

クウイルス)をその感染性に基づいて迅速に鑑別できる可能性を示してきた[1]。現在、生産効率等

の点から社会実装に堪えない剥離グラフェンに代え、化学気相成長(CVD)法で得たグラフェンを

用いた G-FET アレイでの IFV 検出へと研究を発展させている。ところが、CVD グラフェンでは

糖鎖の修飾効率が顕著に低下した。これは剥離・CVD 両グラフェンのデバイスプロセスの違いに

伴う表面汚染量の差等が原因と考えられ、汚染除去と並行して高効率な修飾プロセスを検討した。 

まず、バイオレイヤー干渉法(BLItz™)で糖鎖の修飾効率を評価した。BLItz™では、相互作用によ

り固相化されたタンパク質や糖鎖、ペプチドを波長シフトにより検出できる。アミンカップリン

グを用いてヒト型2.6 シアロ糖鎖をビオチン化し、センサ上のストレプトアビジンと結合させて

修飾したところ、センサに直接アミンカップリングさせていた従来の修飾法(Fig. 1(a))と比較して

2800 分の 1 の糖鎖濃度下の 20 分の反応で 8倍の結合シグナルが計測できた(Fig. 1(b))。比較的小

さな分子(2.9 kDa)であるシアロ糖鎖の修飾では、静電反発力(シアル酸の負電荷は負に帯電したデ

バイス基板表面と反発する)が顕著に働き、修飾反応に大きく影響していた可能性がある。今後ビ

オチン化糖鎖をグラフェン上に展開し、デバイ遮蔽に留意しながら IFV の検出を試みる。 
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